
課長補佐

　　　　　　　令和　　年　　月　　日

学籍番号          （      学年）

氏　　名           （自署）

　１．事由（対象者に〇をつけること）

□ 配偶者の死亡

【公欠の期間：死亡した日から起算して連続７日（休日を含む。）の範囲内の期間（※）】

□ １親等の親族死亡　[　父　・　母　・　子　]

【公欠の期間：死亡した日から起算して連続７日（休日を含む。）の範囲内の期間（※）】

□ ２親等の親族　[　祖父　・　祖母　・　兄弟　・　姉妹　・　孫　]

【公欠の期間：死亡した日から起算して連続３日（休日を含む。）の範囲内の期間（※）】

□ ３親等の親族　[　曾祖父　・　曾祖母　・　おじ　・　おば　・　甥　・　姪　]

【公欠の期間：死亡した日から起算して１日（休日を含む。）の範囲内の期間（※）】

　２．死亡日及び公欠とする期間

：令和　　年　　月　　日

：令和　　年　　月　　日～　　　月　　　日（公欠期間　　　日間）

※葬儀等のため遠隔の地に赴く場合にあっては，往復に要する日数を加えた日数とします。

　該当する場合，次の①～④を記入してください。　　　　　　（裏面【手続き方法】参照）

　３.出席できなかった授業科目

月日（曜日）・時限 授業科目名 担当教員名

③ 葬儀が営まれた住所(場所)

④ 往復に要した日数

① 学生現住所

② 自宅（実家）住所

   下 記 の と お り 忌引きにより授業を欠席したため届け出ます。

死 亡 日

公 欠 と す る 期 間

忌          引           届

　　学　生　部　長

係 課  長 学生部長



　４．会葬御礼等添付（遠隔の地に赴いた場合は、交通機関利用の日時が確認できるものを添付）

【手続き方法】

１　葬儀、服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる行事を終えた後、事務課へ行き、「忌引届」に必要事項を記入の上、

　　会葬礼状等とともに提出してください。

２　葬儀のため遠隔の地に赴くため、往復に要する日数が発生する場合は、交通機関利用日時が確認できるものを提出してください。
    交通機関の最終便等の状況を勘案し、移動日の公欠可否を判断します。

３　提出後、公欠扱いとなった授業の措置について、授業担当教員の指示を確認してください。

４　定期・期末試験が受験できなかった場合は、所定の手続きを行ってください。

５　本届及び添付書類に記載された個人情報については、公欠の手続業務及び学内関係者への報告にのみ利用します。

月日（曜日）・時限 授業科目名 担当教員名


